
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

広域幹線道路の整備推進をめざします 京丹後市（大宮森本）から京都市までの自動車による所要時間180分 H17 150分 H20 130分 Ｈ25 100分 H26

安心・安全な市道整備の推進をめざします 整備（舗装）率 新規 - 59.6％ H20 Ｈ25 62.0％ H26

なし

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

施策評価調書（内部評価結果）
30

政策名 Ⅵ うるおい安全都市 所管部局 所管部局長の氏名

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間 備考

施策名 ② 道路ネットワークの整備
建設部 中西 和義

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか 関連する施策方針

なし

1
市内道路において通行に支障が生じていることか
ら

道路施設の新設、改良、維持修繕工事を実施す
ることにより

交通の円滑化と災害、事故等の発生を未然に防
止する。

2 安全・安心で快適な道路網の整備

2
安心・安全な生活道路交通網の道路環境及び景
観を維持する中で、道路施設や交通安全施設等
の損壊等が発生していることから

生活道路の交通安全施設の維持補修及び草刈り
による道路環境整備を行うことにより

市道の環境を保全するとともに、災害、事故防止
対策を推進する。

2 安全・安心で快適な道路網の整備

3 道路施設等の長寿命化を図るために
橋梁等の点検、修繕計画策定を行い、計画的な
予防修繕工事を実施することにより

施設の長寿命化を図り、施設維持に係る全体事
業費を抑制する。

2 安全・安心で快適な道路網の整備

4
積雪時における主要道路及び生活道路における
通勤、通学をはじめ、円滑な市民生活の交通手段
を確保することが必要なことから

速やかに除雪作業の実施と老朽化した除雪機械
の更新等を行うことにより

道路交通網を確保するとともに、市民生活の安全
と物資輸送の安定を促進する。

3 冬期間の交通確保

5
道路事業は基より、道路事業の効果を一層高める
ために

社会資本整備総合交付金を活用し、道路整備及
び消防自動車、スクールバス、電線共同溝を整備
することにより道路交通網の整備を図り、

災害、事故時の早期交通機能の回復、避難路の
確保等安心・安全なまちづくりを促進する。

2 安全・安心で快適な道路網の整備

目標

年度 年度 （現状） 年度 （H26） 年度総合
計画

めざす目標 指標名
総合計画作成時 後期基本計画作成時 直近年度実績値

60.4%

目標
年度 （現状） 年度 年度

個別
計画

個別計画名称 指標名 説明・備考 計画策定時
直近年度実績値

（一般財源） 数値 説明
事業
種別

対象
実施
手法

関与必要性事務事業 H25決算額施策方針

予算額（単位：千円） 事務事業の概要 施策評価結果

H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業

今後の
方向性事業内容（実績） 担当課

施策
目的

施 策
貢献度

土木総務一般経費2　安全・安心で快適
な道路網の整備

1　広域高速道路網
の整備促進

A
現状維

持土木関係事業の実施に必要な経費、公用車の維持管理 (21,001)
サー
ビス

市民 委・負 7
生活維持

確保
1,2

管理課 22,858     21,321     
なし 単費 ○

市道環境整備事業
A

現状維
持生活道路の草刈(53路線、15地区)及び交通安全施設の維持・補修(転落防止柵、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ等) (46,897)

維持
管理

市民 委 7
生活維持

確保
1,2

管理課 34,579     46,897     国規
定

単費 ○

土木総務一般経費【明許繰越】
A

現状維
持分筆登記未整備の市道等について分筆登記処理を実施（2か所） (6,044)

1,2
管理課 909          6,044       

なし 単費 ○
サー
ビス

市民 委 7
生活維持

確保

道路橋梁総務一般経費
B

現状維
持道路橋梁事業を円滑に実施するための事務経費（出張旅費、消耗品費） -

内部
管理

－ － － － 1
土木課 38           -             

なし 単費 ○

市道維持補修事業
A

現状維
持市道の維持補修(修繕99か所、維持工事18か所、機械借上33件、原材料支給152件等) (15,700)

－ － － － － 1
土木課 87,152     80,500     

義務 単費 ○

道路新設改良事業
A

現状維
持市道の新設改良工事(16路線) (9,084)

施設
整備

市民 委 7
生活維持

確保
1

土木課 86,331     82,204     国規
定

単費 ○

過疎対策道路整備事業
A

現状維
持過疎指定地域内の市道の新設改良工事(1路線)に伴う土地購入、建物補償を実施 (76)

施設
整備

市民 委 7
生活維持

確保
1

土木課 15,876     59,476     国規
定

単費 ○

社会資本整備総合交付金事業
A

現状維
持市道の新設改良工事(6路線) (3,850)

施設
整備

市民 委・負 7
生活維持

確保
1

土木課 95,231     250,370    国規
定

国・
一部

-

社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業)
A

現状維
持無電柱化事業、CD-1型多機能消防ﾎﾟﾝﾌﾟ自動車、積載車搭載AEDの購入 (11,858)

施設
整備

市民 委 7
生活維持

確保
5

土木課 103,024    59,258     国規
定

国・
一部

-

橋梁長寿命化事業
A 拡大

橋梁長寿命化修繕計画策定のための協議会・研修会に参加 (1,908)
－ － － － － 3

土木課 54           40,208     
義務 単費 ○

現年発生公共土木施設災害復旧事業
A

現状維
持台風・豪雨により被災した市道・河川の復旧工事(道路工事9か所、河川工事7か所等) -

－ － － － － 1
土木課 94,958     -             

義務
国・
一部

含む

市道維持補修事業【明許繰越】
A

現状維
持市道の維持補修（維持工事3路線） -

－ － － － － 1
土木課 8,763       -             

義務 単費 ○

道路新設改良事業【明許繰越】
A

現状維
持市道の新設改良工事（3路線） (1,200)

施設
整備

市民 委 7
生活維持

確保
1

土木課 13,070     23,000     国規
定

単費 ○

社会資本整備総合交付金事業【明許繰越】
A

現状維
持市道の新設改良工事に伴う用地購入、登記委託のほか、拡幅、側溝、舗装等整備工事を実施 (1,592)

施設
整備

市民 委・負 7
生活維持

確保
1

土木課 183,240    147,853    国規
定

国・
一部

-

社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業)【明許繰越】
A

現状維
持市道（1路線）の構造物（ﾄﾝﾈﾙ）の安全点検を実施 (4,385)

施設
整備

市民 委 7
生活維持

確保
5

土木課 3,150       48,453     国規
定

国・
一部

-

過年発生公共土木施設災害復旧事業

平成25年度中の台風等により被災した道路河川等公共土木施設の復旧工事 (2,250)
事業実施が必要な年度に実施

土木課 -             40,000     

過疎対策道路整備事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (77)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

土木課 -             1,777       

橋梁長寿命化事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (5,461)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

土木課 -             13,651     

現年発生公共土木施設災害復旧事業【明許繰越】

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (66,984)
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

土木課 -             261,887    

丹後・地域高規格道路推進協議会（5つの自治体と38の民間団体等で構成、施策方針
「2　安全・安心で快適な道路網の整備」の「土木総務一般経費」内で予算措置）で連携
し、推進している。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ 

ＰＬＡＮ 
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1

2

3

1

2

５．歳出抑制の考え方について

除雪事業3　冬期間の交通確
保

A
現状維

持市道の除雪(1次406路線、2次1,684路線、その他477路線) (124,893)
維持
管理

市民 委・補 7
生活維持

確保
4

管理課 167,088    161,479    国規
定

国・
一部

含む

除雪機械整備事業
A 拡大

自治会への貸与除雪機械の購入(乗用型2台・歩行型1台) (300)
施設
整備

市民 直 7
生活維持

確保
4

管理課 6,804       9,300       国規
定

単費 含む

除雪機械整備事業【明許繰越】
平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

平成25年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 (796)

管理課 -             30,196     

施策における歳出抑
制の考え方

No.
歳出抑制の考え方

（平成27～29年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

他施設（農林業の振興）を構成する事業で実施している。

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

補完・代替措置などがある場合は、その内容

1
道路維持補修事業（橋梁維持を含む）について、計画的に実施すべきものは社会資本整備総合交付金を
活用して実施する。

3,930千円

計
923,125    1,383,874 

(324,356)

4　農道および林道
の整備

今後の
方向性

施策方針

予算額（単位：千円）

事業内容（実績） 担当課 （一般財源） 数値 説明

事務事業の概要 施策評価結果

事業
種別

対象
実施
手法

関与必要性 施策
目的

施 策
貢献度

事務事業 H25決算額 H26予算額 根拠
法令

財政
負担

単独
事業

ＡＣＴ 
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01

Ⅵ ②

① ②

土木事業を円滑に行うために必要な経費を支出し、適正かつ効率的な事業を実施した。

○ 土木一般管理事務費

普通旅費、事務消耗品、有料道路通行料等

○ 公用車維持管理費（8台、原付バイク1台）

○ 公用車購入（軽自動車1台）

○ 間人地区法定外公共物斜面崩壊対策工事（担当：土木課）

○ 道路用地登記業務委託料（8件）

○ 道路台帳システム保守点検委託料

○ 道路台帳補正業務委託料

○ 道路関係各種協会、協議会等負担金（5団体）

○ 市道事故損害賠償金（4件）

○ 久住バイパス開通式開催経費（平成26年3月14日）

○ 管理課務業務労働者派遣委託料（2か月）

■平成26年度への繰越事業

・市道長岡敷谷線未登記整理業務（峰山町長岡） 平成26年4月完成

・市道木橋幹道線未登記整理業務（弥栄町木橋） 平成26年5月完成

・市道大坪1号線未登記整理業務（峰山町荒山） 平成26年12月完成予定

・弥栄中学校通学路未登記整理業務（弥栄町溝谷）平成27年3月完成予定

290千円

286千円

2,444千円

834千円

2,051千円

715千円

6,044千円

351千円

333千円

854千円

9,072千円

6,756千円

525千円

3,459千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

諸収入 総合賠償補償保険金 286千円

市債 地すべり対策事業債（防災対策事業債） 9,000千円

評
価
・
課
題
等

○市道管理に必要な道路台帳システムの更新、公共用地の未登記物件の処理等を行い、土木行政
の一般管理となる事務事業を円滑に推進することができた。
○間人地区法定外公共物斜面崩壊対策工事を行い、がけ地に居住する住民に対する不安解消と安
全確保が図れた。

実質的な予算執行率

目
的

　土木行政の一般管理となる事務事業の実施並びに市道管理に必要な道路台帳の補正、未登
記用地の整理を行い、土木関係事業の円滑な推進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

手数料 屋外広告物許可手数料 304千円

手数料 境界確定調査事務手数料 37千円

376千円

繰越明許費を除いた最終予算額 23,104千円

98.9 %
参　考

556千円

22,858千円 29,148千円 6,290千円 78.4 % 22,576千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 土木総務一般経費 決算書 Ｐ.262

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 08土木費 01土木管理費 01土木総務費 50土木総務一般経費

- 3 -



01

Ⅵ ②

① ②

○ 市道砂田堂ゴヤ線未登記敷地整理業務（峰山町杉谷）

用地調査業務、用地測量業務、登記申請業務

○ 口大野市有水路敷未登記整理業務（大宮町口大野）

用地調査業務、用地測量業務、登記申請業務

道路ネットワークの整備

（参考）繰越予算額

909千円 1,100千円 191千円

予 算 科 目 08土木費 01土木管理費 01土木総務費 50土木総務一般経費

細 事 業 名 土木総務一般経費（繰越） 決算書 Ｐ.264

　市道砂田堂ゴヤ線は現地と公図とが一致しない公図混乱地であり、口大野市有水
路敷は水路改修を行った際の分筆登記が未処理であったことから、登記整理を行う
必要が生じたため、地権者の調査などを行い分筆登記を行った。

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

82.6 % 1,100千円

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目

目
的

　市道等の分筆登記が未整備のため調査測量、分筆登記の処理を行い、土木関係事業の円滑
な推進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

599千円

310千円

評
価
・
課
題
等

　本事業により、市道、公共用地等及び民地との未整理であった土地の整理ができた。

事 業 所 管 課 建設部／管理課

- 4 -



01

Ⅵ ②

① ②

　道路路側帯の草刈りや交通安全施設等の維持管理及び補修を行った。

○ 市道草刈委託料

○ 市道環境整備工事

転落防止柵、ガードパイプ、カーブミラー、区画線等

○ 市道環境整備修繕

水路修繕（大宮町三重、久美浜町奥馬地）

左坂隧道照明修繕（大宮町森本）

ガードレール修繕（大宮町善王寺ほか2か所）

カーブミラー修繕（峰山町新冶ほか18か所）

道路照明他修繕（久美浜町大向ほか10か所）

防護柵修繕（丹後町間人ほか2か所）

地域協働型小規模公共事業（市民局施工分27か所）

○ トンネル、道路照明電気代（2か所）

○ カーブミラー鏡体（10面）

365千円

504千円

426千円

2,828千円

1,289千円

3,940千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

評
価
・
課
題
等

　市道における交通安全施設の損壊や危険箇所について、維持補修や草刈作業を行い事故防止に
寄与した。

目
的

　市道の草刈り及び道路施設等の維持・補修を行い、地域の生活道路の環境整備や事故防止
を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

16,614千円

7,423千円

9,673千円

443千円

478千円

269千円

34,579千円 34,657千円 78千円 99.7 % 35,238千円

（参考）当初予算額

細 事 業 名 市道環境整備事業 決算書 Ｐ.266

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 02道路橋梁維持費 01道路橋梁維持補修事業
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Ⅵ ②

① ②

○事務費 （普通旅費、消耗品費）

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 01道路橋梁総務費 50道路橋梁総務一般経費

道路ネットワークの整備

細 事 業 名 道路橋梁総務一般経費 決算書 Ｐ.264

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目

38千円

（参考）当初予算額

102千円

執 行 率

102千円

(②－①)不 用 額

37.2 %

決 算 額

64千円

最 終 予 算 額

評
価
・
課
題
等

　関係事務を適切に行うことにより、道路橋梁事業を円滑に実施する。
目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　道路橋梁総務一般経費として事務費を支出した。

38千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

　生活の利便性を高め、安全・安心で快適な道づくりを推進するため、事務の適切な執行によ
り、道路橋梁事業を円滑に実施することができた。

主
な
財
源
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Ⅵ ②

① ②

○市道小坂オベソ線仮橋設置事業

橋梁点検の結果、利用者の安全確保のため仮設橋を設置

○修繕料 市道渡り瀬南線道路修繕工事ほか98か所

○委託料 市道和田野木橋線測量設計（弥栄町和田野）ほか1件

○機械借上料・原材料費

○市道維持工事

99.7 % 54,800千円87,152千円 87,359千円 207千円

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 02道路橋梁維持費 01道路橋梁維持補修事業

細 事 業 名 市道維持補修事業 決算書 Ｐ.266

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

目
的

　老朽化、経年損耗等によって通行に支障が生じている道路、橋梁施設の維持補修を行い、
市道における災害、事故等の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 地域の元気臨時交付金 35,000千円

繰入金 地域振興基金繰入金 15,000千円

18,732千円

2,972千円

10,644千円

37,967千円

16,837千円

　市道維持補修事業として、機械借上、原材料の支給を行い、道路の修繕を行っ
た。また、市道橋梁の維持のため仮橋設置事業を実施したほか、17か所で維持工事
を実施した。

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　老朽化及び経年損耗等により通行に支障が生じている道路、橋梁施設を補修することにより、
安全・安心な通行の確保が図れた。
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Ⅵ ②

① ②

　平成24年度から繰越した市道用地の購入と3路線で維持工事を実施した。

細 事 業 名 市道維持補修事業（繰越） 決算書 Ｐ.266

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 02道路橋梁維持費 01道路橋梁維持補修事業

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）繰越予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

8,763千円 9,100千円 337千円 96.2 % 9,100千円

路線名

向地谷岡成線(丹後町間人)

溝谷中央線・和田野井辺線(弥栄町溝谷・井辺)

長岡検見不入線(峰山町長岡)

合計

計

1,225

7,073

465

8,298 465 8,763

工事請負費

1,225

7,073

0

土地購入費

0

0

465

目
的

　老朽化、経年損耗等によって通行に支障が生じている道路、橋梁施設の維持補修を行い、
市道における災害、事故等の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　老朽化及び経年損耗等により通行に支障が生じている道路、橋梁施設を補修することにより、
安全・安心な通行の確保が図れた。
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Ⅵ ②

① ②

■平成26年度への繰越事業

・鴨池線（峰山町長岡） 平成26月9月完成予定

・上線（網野町三津） 平成26月7月完成

実質的な予算執行率 99.9 %

うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

　道路新設改良事業として、16路線の拡幅、側溝、舗装の整備を実施した。

78.9 % 90,921千円

執 行 率

86,331千円

86,402千円

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費

109,402千円 23,071千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

総 合 計 画 基本方針

01道路新設改良事業

細 事 業 名 道路新設改良事業 決算書 Ｐ.266

目
的

　道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（合併特例債） 82,000千円

23,000千円

19,000千円

4,000千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　道路施設の新設改良工事を実施することにより、安全・安心な通行の確保が図れた。
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Ⅵ ②

① ②

　平成24年度から繰越した3路線について事業を実施した。

計

4,075

8,995

13,070

4,990

6,288

0

3,029

3,029

土地購入費

2,777

976

3,753

補償費

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　道路施設の新設改良工事を実施することにより、安全・安心な通行の確保が図れた。

目
的

　道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（合併特例債） 12,400千円

路線名

角地栄町線(峰山町丹波)

小七郎東堂替線･鴨池線(峰山町長岡)

合計

委託料

1,298

13,070千円 20,620千円 7,550千円 63.3 % 20,620千円

（参考）繰越予算額

細 事 業 名 道路新設改良事業（繰越） 決算書 Ｐ.266

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 01道路新設改良事業
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Ⅵ ②

① ②

　過疎対策道路事業として、永留一分線の土地購入、建物補償を実施した。

○永留一分線（久美浜町永留）

・敷地調査業務委託料

・分筆登記委託料

・道路用地購入費（210.07㎡）

・物件移転補償費（建物及び立木）

・事務費

■平成26年度への繰越事業

・永留一分線（久美浜町永留） 平成26月9月完成予定

細 事 業 名 過疎対策道路整備事業 決算書

目
的

　道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の発生を未然に防止する。

17,688千円15,876千円 17,688千円 1,812千円 89.7 %

Ｐ.266

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 03過疎対策道路整備事業

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

15,876千円

460千円

1,249千円

13,859千円

156千円

99.7 %

152千円

1,777千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 15,911千円

実質的な予算執行率

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　通行に支障が生じている道路施設の危険箇所の改修のため改良事業を実施することにより、安
全・安心な通行の確保が図れた。

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 15,600千円
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Ⅵ ②

① ②

■平成26年度への繰越事業

・下ノ割堂ゴヤ線（峰山町杉谷） 平成26年12月完成予定

・丹波島津線（網野町島津） 平成26年12月完成予定

・周枳森本線（大宮町森本） 平成26年12月完成予定

・郷新田岡線（網野町郷） 平成26年12月完成予定

・栃谷口馬地線（久美浜町口馬地･三谷） 平成27年1月完成予定

・五反田苗代線（網野町網野） 平成26年12月完成予定

・鹿野第一横断線（久美浜町鹿野･葛野） 平成26年9月完成予定

95,231千円 243,114千円 147,883千円 39.1 % 230,061千円

うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率 （参考）当初予算額

15,156千円

15,000千円

28,768千円

38,406千円

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 04社会資本整備総合交付金事業

　社会資本整備総合交付金事業として、6路線の拡幅、側溝等の整備及び京都府河
川改修工事に伴う橋梁改築負担金の支出を行った。

細 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業 決算書 Ｐ.268

総 合 計 画 基本方針

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用して道路新設改良事業を実施することで、安心・安全なま
ちづくり、観光と産業の振興に寄与する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10） 53,530千円

24,000千円

25,423千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 95,261千円

実質的な予算執行率

市債 道路改良事業債（合併特例債） 6,600千円

99.9 %

事 業 所 管 課 建設部／土木課

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 30,200千円

評
価
・
課
題
等

○道路施設の新設改良工事を社会資本整備総合交付金を活用し実施することにより、安全・安心
なまちづくり、観光と産業の振興に資することができた。
○今後も交付金を活用した事業を実施し、生活の利便性向上と安全・安心で快適な道づくりを推
進していく必要がある。

147,853千円

1,100千円
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Ⅵ ②

① ②

事 業 所 管 課 建設部／土木課

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 27,200千円

評
価
・
課
題
等

○道路施設の新設改良工事を社会資本整備総合交付金を活用し実施することにより、安全・安心
なまちづくり、観光と産業の振興に資することができた。
○今後も交付金を活用した事業を実施し、生活の利便性向上と安全・安心で快適な道づくりを推
進していく必要がある。

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用して道路新設改良事業を実施することで、安心・安全なま
ちづくり、観光と産業の振興に寄与する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10） 102,201千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 47,100千円

　平成24年度から繰越した路線について用地購入、登記委託のほか拡幅、側溝、舗
装等の整備及び京都府河川改修工事に伴う橋梁改築負担金を支出した。

183,240千円 184,600千円 1,360千円 99.2 % 184,117千円

（参考）繰越予算額

細 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業（繰越） 決算書 Ｐ.268

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 04社会資本整備総合交付金事業
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① ②

○無電柱化事業 【担当：観光振興課】

・市道牛揚本線（網野町浜詰）無電柱化工事　L=200m

○多機能型消防自動車等整備事業 【担当：総務課】

・CD-1型多機能消防ポンプ自動車2台

網野第2分団第2部 （網野町浅茂川）

弥栄第2分団第1部 （弥栄町溝谷）

・消防車搭載AED（自動体外式除細動器）2台

○事務費

・消耗品費、印刷機借上料

■平成26年度への繰越事業

・(仮称)ふるさと活性広場整備事業 平成26年8月完成

・舗装修繕計画策定事業 平成26年12月完成予定

・無電柱化事業 平成27年2月完成予定

細 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業) 決算書 Ｐ.268

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 04社会資本整備総合交付金事業

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、道路事業と一体となって事業を実施し、安心・安全な
まちづくり、観光と産業の振興に寄与する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

410千円

執 行 率 （参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

　社会資本整備総合交付金事業（効果促進事業）として、無電柱化工事、消防車の
更新整備を行った。

64,961千円

37,653千円

37,086千円

567千円

103,024千円 151,599千円 48,575千円 67.9 % 95,720千円

繰越明許費を除いた最終予算額 103,146千円

39,226千円

参　考
実質的な予算執行率

国補 地域の元気臨時交付金 30,000千円

13,744千円

3,749千円

30,960千円

99.8 %

48,453千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 850千円

市債 無電柱化整備事業債（合併特例債） 14,100千円

市債 消防自動車整備事業債（合併特例債） 17,700千円

評
価
・
課
題
等

○道路事業と一体となって観光拠点地域において無電柱化事業を実施することで、景観整備を図
り、安心・安全なまちづくり、観光と産業の振興に資することができた。また、消防ポンプ自動
車及びAEDの更新整備により安心･安全の確保に寄与した。
○今後も交付金を活用した事業を実施し、生活の利便性向上と安全・安心で快適な道づくりを推
進していく必要がある。

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（5/10、6/10）
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Ⅵ ②

① ②

　平成24年度から繰越した1路線について、構造物の安全点検を行った。

○構造物点検 【担当：管理課】

周枳森本線左坂隧道安全点検 L=225m

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　道路事業と一体となって隧道点検を実施し道路管理を行うことで、安心・安全なまちづくりに
資することができた。

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、道路事業と一体となって事業を実施し、安心・安全な
まちづくり、観光と産業振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10） 1,890千円

3,150千円

3,150千円 3,917千円 767千円 80.4 % 4,400千円

（参考）繰越予算額

細 事 業 名 社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業)（繰越） 決算書 Ｐ.268

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 04社会資本整備総合交付金事業
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01

Ⅵ ②

① ②

　橋梁長寿命化修繕計画策定のため研修会等に参加した。

○事務費

普通旅費（橋梁維持管理研修）

■平成26年度への繰越事業

・橋梁長寿命化点検、計画策定 平成26年9月完成予定

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①) 執 行 率

54千円 13,745千円 13,691千円 0.3 % 15,094千円

13,651千円

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 06橋梁長寿命化事業

細 事 業 名 橋梁長寿命化事業 決算書 Ｐ.268

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

目
的

　市道橋梁の修繕計画を作成し、計画的な修繕を行うことにより、橋梁の長寿命化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

54千円

57.4 %

94千円
参　考

繰越明許費を除いた最終予算額

実質的な予算執行率

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○橋梁長寿命化修繕計画を策定するため、研修会等に参加し職員のスキルアップにつながった。
○効果的な修繕工事を実施するため、早期に修繕計画を策定する必要がある。
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Ⅵ ②

① ②

 ○測量設計委託料

 ○工事請負費

 ○修繕料、機械借上料、原材料費 （単位：件、千円）

 ○事務費

■平成26年度への繰越事業

補助災害56か所、単独災害44か所（内委託1件） 平成27年3月完成予定

区分

2,805千円31件

60件

11,384千円

計 9件 21,631千円 7件 6,616千円 16件 28,247千円

河川

道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目

補助災害復旧 単独災害復旧 合計

94,958千円 356,980千円 262,022千円 26.6 % 0千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

区分

目
的

　平成25年に発生した台風及び豪雨により被災した公共土木施設（道路、河川）を早期に
復旧することにより、道路の安全な通行の確保と河川の機能回復を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

執 行 率

29件

細 事 業 名 現年発生公共土木施設災害復旧事業 決算書 Ｐ.370

予 算 科 目 11災害復旧費 02公共土木施設災害復旧費 01公共土木施設災害復旧費 01現年発生公共土木施設災害復旧事業

道路

繰越明許費を除いた最終予算額 95,857千円

実質的な予算執行率 99.0 %

261,123千円

16,511千円 3,905千円 20,416千円

14,800千円

31,311千円

55件

49件 17,605千円

104件 38,021千円

補助災害復旧

1,234千円

河川

計

単独災害復旧 合計

道路

参　考

5件 10,611千円 2件 773千円 7件

26件

18件

44件 6,710千円

16,863千円4件 11,020千円 5件 5,843千円 9件

事 業 所 管 課 建設部／土木課

主
な
財
源

国補 公共土木施設災害復旧事業費負担金（0.667） 7,546千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 26,000千円

評
価
・
課
題
等

　台風、豪雨により被災した公共土木施設（道路、河川）を復旧することにより、道路の安全な
通行の確保と河川の機能回復が図れた。
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Ⅵ ②

① ②

（除雪路線） （単位：路線、km）

 ※ 1次路線：排雪を伴う市道　 2次路線：排雪を伴わない市道　

その他路線：1・2次路線以外（駐車場・進入路等）

○ 除雪機械維持管理等（除雪機械整備･点検等管理・保険料等）

○ 除雪作業委託（73業者・67地区）

○ 除雪用機械レンタル料（33台）

○ 除雪機械運転技能講習受講補助金（受講料の1/2補助）受講者19人

○ 事務費（除雪格納庫光熱水費、通信費、印刷費）

○ 除雪作業中の車両等物損事故賠償金（2件）

執 行 率 （参考）当初予算額

167,088千円 168,042千円 954千円 99.4 % 135,654千円

決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

143千円

297千円

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 04除雪対策費 01除雪対策事業

細 事 業 名 除雪事業 決算書

目
的

　速やかな除雪作業を行うことで、冬季の降雪時における主要道路及び生活道路交通網を確
保し、市民生活の安定を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　冬季における生活道路の交通を確保するため、京都府と協力して積雪時に速やか
な除雪作業を行った。

Ｐ.270

評
価
・
課
題
等

○積雪時に速やかな除雪作業が実施でき、通勤・通学をはじめ、円滑な市民生活の維持を図るこ
とができた。
○除雪委託業者が減少傾向にあるため除雪業者の確保に努める必要がある。

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（2/3） 5,600千円

府委 府道除雪作業委託金 21,689千円

丹後縦貫林道除雪作業委託金 699千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

府委 歩道除雪作業委託金 394千円

府委

285千円

41,075千円

95,876千円

29,412千円
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Ⅵ ②

① ②

○ 自治会貸与除雪機械購入費

（参考）平成25年度の除雪機械配備状況 （単位：台）

■平成26年度への繰越事業

大型除雪ドーザー（11ｔ級）2台　

配備予定：弥栄町溝谷、久美浜町湊宮

細 事 業 名 除雪機械整備事業 決算書 Ｐ.270

予 算 科 目 08土木費 02道路橋梁費 04除雪対策費 01除雪対策事業

執 行 率

総 合 計 画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額決 算 額 最 終 予 算 額 不 用 額 (②－①)

　地域の効率的な除雪を行うため、自治会貸与用の除雪機械を購入し、冬季におけ
る生活道路を確保した。

乗用型・3ｔ未満（2台）

歩行型・1ｔ未満（1台）

5,796千円

6,804千円 37,000千円 30,196千円 18.3 % 37,000千円

目
的

　計画的な除雪機械の購入により除雪体制を整え、冬季における市民生活を守る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

100.0 %

1,008千円

丹後町徳光、久美浜町新谷

6,804千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

評
価
・
課
題
等

○積雪時の円滑な除雪を行うために除雪機械を配備し、冬季における安心安全な市民生活の維持
を図ることができた。
○経年劣化等により老朽化する除雪機械の整備を進め、引き続き効果的な除雪体制を維持してい
く必要がある。

主
な
財
源

市債 除雪機械等整備事業債（過疎対策債） 6,800千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 6,804千円

実質的な予算執行率

30,196千円

久美浜町平田
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